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「大理石門関水晶園」概念方案

特 別 賞
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作品概要
作品名───  「大理石門関水晶園」概念方案
事業対象地─ 大理蒼山漾濞県の景勝地である石門関地先
発注──── 大理蒼山漾濞石門関旅遊開発有限責任公司
事業目的 ── 雲南省大理市の景勝地石門関を中心とした世界地質公園 
                        （2014年9月29日登録）への観光客増大を予測した施設整
                        備について、設景の見地から概念方案を策定する事が目的
                        である。
事業体制── 株式会社東京ランドスケープ研究所+国際設景集団
事業期間── 2014年4月25日～2015年1月15日
事業規模── 22.4 ha

作品評
　この作品は、中国雲南省大理市の景勝地「石門閑」地区において、
増大する観光客に対応するリゾート型の宿泊施設を計画したものである。
しかし、その規模は広大で、南のシルクロードと云われる「茶馬古道」
ゆかりの歴史施設を含めた歴史的町並み地区や高所得者層を対象とした
保養施設地区、リゾート全体のセンターとなる地区等から構成されている。
　石門への景観と施設中央を流れる石門河への景観を活かした階段状の
敷地造成、ならびに既存用水路から利用できる水を随所に活用した全体
の景観構成など、広大なスケールの中にきめ細かい計画が展開されてい
る。
　計画者の豊かな経験が、コラボレートメンバーの気持ちと考え方をまと
め、明快な目標のもとに成果をまとめ上げた点が特に評価され、特別賞
となった。

①設景協議の様子 ②清流の水源 ③石門関と清流
④豊富な石材と清流 ⑤石門関
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